
資料１ 

 

ＷＴＯ農業交渉の経緯 

 行  事 備  考 

2000年1月 

12月 

ＷＴＯ農業交渉開始（第1フェーズ） 

ＷＴＯ農業交渉日本提案提出 

・各国による交渉提案提出 

 

2001年3月 

 

11月 

ＷＴＯ農業交渉第２フェーズ開始 

日本提案の詳細説明ペーパー提出 

第４回ＷＴＯ閣僚会議（ドーハ） 

・各国提案内容の詳細検討 

 

・新ラウンド（ドーハ開発アジェンダ）立上げ

2002年 

3/25-26 

6/3-4､17-20 

6/14 

7/25-27 

7/29-30 

9/2-3 

9/4-5､23-27 

11/18-22 

 

12/18 

 

ＷＴＯ農業交渉第３フェーズ開始 

ＷＴＯ農業委（輸出競争） 

非貿易的関事項に関する閣僚レベル会議（ローマ）

五か国農相会議（奈良） 

ＷＴＯ農業委（市場アクセス） 

ＷＴＯ農業委（市場アクセス） 

ＷＴＯ農業委（国内支持） 

ＷＴＯ農業委（更なる議論）       

我が国のモダリティ提案提出 

農業委員会議長が「概観ペーパー」を提示 

 

 

 

・30 か国を超える開発途上国を含む 54 の国･地域が参加  

・日・米・ＥＵ・加・豪の農業大臣が参加 

 

 

2003年   

1/22-24 

1/27 

1/31 

ＷＴＯ農業委（モダリティの包括的実質的な検討）

ＥＵがモダリティ提案を提出 

我が国としてEU提案の基本部分に支持を表明 

 

 

・UR 方式による平均 36％・最低 15％の関税引下げ 

・国内支持の総合AMSによる55％削減等 

2/12 農業委員会議長が「モダリティ１次案」を提示 ・我が国は、総体として受け入れ難い旨表明 

2/14-16 ＷＴＯ非公式閣僚会合（東京） ・22か国の閣僚・ＷＴＯ事務局長等が出席 

・モダリティ1次案は「触媒」の位置付け 

2/24-28 ＷＴＯ農業委（モダリティ案の検討） ・我が国やEU等が主張するUR方式を60か国（EU

加盟15か国を加えれば75か国）が支持 

3/18 農業委員会議長が「モダリティ１次案改訂版」を提示  ・主要部分は1次案と変わらず 

3/25-31 ＷＴＯ農業委（モダリティ確立の期限） ・モダリティ確立ができず終了 



２００３年 ＷＴＯ交渉関係予定表 

 ＷＴＯ農業交渉 ＷＴＯ全体 その他 

４

月 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

29-30 

ＯＥＣＤ閣僚理事会（パリ） 
 

30 

ＮＺ主催ＷＴＯ非公式少数国
閣僚会合（パリ：見込み） 

５

月 

  

31 

非農産品市場アクセス交渉 
モダリティ期限 

 

６

月 

 
 

 

 
 

 

26-27,7/1 
農業委員会特別会合（ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ） 

 

 1-3 
先進国首脳会議（仏エビアン） 

2-3 

ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合（タ
イ） 

20-21（未定） 

エジプト主催ＷＴＯ非公式少
数国閣僚会合（見込み） 

23-25 

農業科学技術閣僚会合（米国） 

７

月 

16-18 

農業委員会特別会合（ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ） 

  

26-28（未確定） 
五カ国農相会議 

（豪ブリスベン近郊） 

８

月 

   

22 

ＡＳＥＡＮ＋３農林大臣会合 
（マレイシア） 

９

月 

 
 

22-24,26 

農業委員会特別会合（ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ） 
 

 
10-14 

カンクンＷＴＯ閣僚会議 

（メキシコ） 

 

10

月 

  7 ＡＳＥＡＮ＋３首脳会議 
 

20 ＡＰＥＣ首脳会議 

11

月 

 

17-19,21 

農業委員会特別会合（ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ） 

  

2004

年 

   

2005

年

1/1 
以前 

ＷＴＯ農業交渉の終結（全分野包括

一括受諾） 

  

＜想定される項目＞ 
① 特別品目（ＳＰ） 
② 途上国ＳＳＧ 
③ 関税割当運用 
④ 輸出信用 
⑤ 食料援助 
⑥ 国家貿易 
⑦ 非貿易的関心事項ＮＴＣ

技術的会合（４月以降随時）


